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井澤鉄兵(主任)・有田沙織(A)・岩元智子(B)・荒井貴文(C)・立山聖(D)・柴山美千夏(E)
浦江健太朗・吉田昌弘・中嶋航太郎・酒井恵理(副担任)

　昨日は海外研修壮行会が行われました。
　田中校長からは、「ニューヨークの日本食レスト
ランでアルバイトをしていた話。１年半いたので
聴くのはそれなりにできるようになったが、話す
方は自分からあまりチャレンジしなく全然上達し
なかった。あのときもっと自分から話しておけば
よかったと今でも後悔しているので、みんなには
ぜひ積極的に頑張ってきてほしい」
　井澤先生からは、「異文化理解、多文化共生とい
うけれども、考え方のベースは“受け入れる”とい
うことだと思います。みんなが好き勝手やっても
いいわけではなく、受け入れてくれる人がいるか
ら多文化になっていく。ぜひ“普通”の違いを身を
もって体験してきてください」
　１年間事前学習を中心となって運営してきた角
田先生からは、「海外研修は楽しいことばかりでは
ありません。辛いこともあると思いますが、その
負荷が成長の糧になると思います。負荷なしで人
は成長しません。みんなで協力して乗り越えてい
きましょう」とお話がありました。
　私からも一言。「Tik Tok,instagram,Xはおそら
く２週間は必要がない。そして想像以上にあっと
いう間だろう。1cmでいいから成長して帰ってき
てほしい。２週間がんばって。」

　普通科が海外研修や国内組プログラムで異文化に
ついて理解を深めようとしていく裏で、福祉科は今
日が２週間の施設実習の最終日です。実習を終えた
みなさん、お疲れさまでした。実習で得た新たな知
見を今後の学校生活とリンクさせながら、学びを深
めてほしいと思います。
　介護福祉士の国家資格は、高校や大学を卒業後に
実務経験3年以上＋実務者研修の受講を経て介護福
祉士を受験する「実務経験ルート」が約７割程度と
言われています。しかし、本校は「特例高校等福祉
系高等学校等卒業による受験」が認められてるの
で、実務経験ルートよりも早く、資格を取得した状
態で仕事をすることができます。介護の仕事は一般
には重労働で大変だと言われますが、AIがますます
発達してもなくなる仕事ではありませんし、どんな
人も将来的には必要とする替えが利かない仕事で
す。私の祖父も生前は訪問介護の方に大変お世話に
なり、共通の趣味に野球があったので街中で会えば
今でもいろんな話をします。こうやって仕事をする
ときのことを想像してみると、どんな科でも、やっ
ぱりコミュニケーションは大事なものになってきそ
うですよね。この緑学年の学年経営目標の一つには
『「ありがとう」と「ごめんなさい」を素直に言え
る人を育てる』があります。この点はまだまだ足り
ていないなと正直感じています。もっと素敵なあい
さつ溢れる学年にみんなでしていけたら最高だね。いよいよオーストラリアへ♪いってらっしゃい

普通科はいよいよ海外研修へ♪


